
地域のきずな地域のきずな ～女性部活動～

　女性部（佐々木博子部長）創設２０周年の記念事業の一環として地場産農産物をふんだんに活用したレ
シピ集「～未来に伝える食文化～しらかみの味」が作成・発行されました。
　紹介されている全３２品目の料理に使われている材料は、「白神ねぎ」や「白神きゃべつ」「白神山う
ど」などＪＡあきた白神の主力品目のほか、人参や大根、白菜など女性部員が畑で作っている品目に加
え、いつでも量販店でお手軽に手に入る材料などを盛り込んだレシピを紹介しています。
　３２品目の料理はいずれも、これまでＪＡ広報誌「しらかみ」に掲載されたもので、女性部３支部を輪
番制に訪ねて、実際に部員が調理した料理から選抜し掲載しました。
　佐々木部長は「「食と農を基軸」とし諸先輩方をはじめ仲間と共に歩んできた２０年間。時代は変わっ
ても「食の安全」には常に心掛け、地域の子ども達に対しての食
農教育にも注力してきた。「親から子へ、子から孫へ」と継承さ
れる地域で誇れる伝統料理等をこれからも女性部として継承して
いきたい。」と話してくれました。

　能代支部（３月１６日開催）二ツ井支部（３月２６日開催）藤里支部（３月２４日開催）は、それぞれ支部
総会を開催しました。
　今回の支部総会は、新型コロナウィルスの感染予防拡大防止のため役員、地区リーダー、協力員のみ
の参集に止め異例の開催となりました。
　能代支部総会で佐々木支部長は「本来であれば、令和元年度の締めくくりを、多数の仲間と迎えた
かったがこのような状況となり残念だが仕方がない。これから、春作業が始まり、皆さんとは圃場の中
でお会いする機会が多くなるかと思う。圃場でもどこでも、声を掛け合って仲間と情報交換してもらい、
女性部の輪を広げ、深めていってもらいたい。」とあいさつしました。
　藤里支部では当日予定していた５回目冬期講座をやむを得なく中止し、閉校式を開催してこれまでの
冬期講座全てに参加頂いた部員に皆勤賞として綺麗な鉢植えをプレゼントしました。

女性部各支部総会開催 ～規模を縮小して～
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